




　今年の夏に開催された「マルちゃん焼
そば、新感動！ 夏のディスプレイコンテス
ト」において、企業賞のグランプリを獲得
したのは㈱カスミ（藤田
元宏社長）である。同社
和風日配担当マネジャー
の室町哲雄氏は「上位
をねらってコンテストに参
加しましたが、グランプリ
を受賞できて光栄です。
これは、各店の創意工夫
とチャレンジ精神による
受 賞だと思います」と
語ってくれた。
　同社では、コンテスト
参加に関しては、基本的
な企画概要とともに、取
り扱いアイテムを各店に
通知するだけで、テーマ
設定から演出、POPづくりまで、すべて各
店に任せている。デイリー部の唐紙裕昭
マネジャーは「地域によって、顧客層が違
うので、その店ごとに合った売場づくりが
重要です。そのためにも、本部から統一
テーマなどを提示するよりも、各店が独自
性を生かした取り組みをする方が、販促
効果は断然高まります」と語る。
　今回の参加各店の売場を見ると、それ
ぞれの工夫によって、バラエティーに富ん
だ独自性の高い売場ばかりである。しか
も、ユニークであったり、オリジナリティーを
重視したつくり込みやPOP、メニュー提案
と、訴求方法も多岐にわたっている。「商
品を並べるだけでは、売りにつながらない
ので、“伝える・伝えられる”売場をめざして
いることが、今回の結果につながったと思
います」と室町担当マネジャーは話す。　
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各店の独自性を重視 マルちゃん焼そば、新感動！
夏のディスプレイコンテスト
企業賞　グランプリ

社内限定のSNSを活用することで
陳列技術と演出手法が格段に向上！

社内販売コンテストで切磋琢磨

　㈱カスミは、茨城県を中心に、埼玉県
や千葉県、東京都を含め、177店舗を展
開。古くからの住宅地をはじめ、つくばエ

クスプレス沿線の新興
住宅地など、異なる商圏
に対応する必要がある。
　そこで重視したのが、
各店のファンづくりであ
る。「価格訴求では、限
界があり、競合店との差
別化も難しくなっている」

（唐紙マネジャー）ことか
ら、売場づくりに注目し
た。同社は、今年の２月
から社内販売コンテスト
を実施。同時に、社内限
定のSNSを利用して、
各店の成功事例や社内
コンテストの売場演出な

どを共有できるシステムとして活用してい
る。「このSNSによって、陳列技法と演出
手法のレベルはどんどん高まっています。
社長も閲覧して、コメントを書き込んだり、

『いいね！』マークを付けることもあります。
スタッフにとっては、売場づくりのモチベー
ションアップにもつながっています」と室
町担当マネジャー。その効果として、女性
スタッフは焼そばのアレンジメニューを提
案し、実際に調理し、試食会を開いて、つ
くり方や味の確認をし、評価したものをメ
ニュー提案として売場で訴求するという取
り組みが行われるようになった。
　社内販売コンテストと並行して、今回の
ような全国的なディスプレイコンテストに
参加することは、さらなるモチベーションに
つながっていくという。「全国で１位という
評価は格別なもの」と話す唐紙マネ
ジャーは、「マルちゃんというブランド力の
ある商品でのコンテスト参加は、売上アッ
プも実現でき、評価もいただけることが大
きい」と語ってくれた。

㈱カスミ
（茨城県つくば市）

㈱カスミ 商品本部 デイリー部マネジャーの唐紙裕昭氏（右）
と、商品本部 デイリー部 和風日配担当マネジャーの室町哲
雄氏（左）

フードスクエア越谷ツインシティ店は、「焼そば屋台カフェ」をイメージ
した売場づくり。「ピタ焼そば」や「ピザ焼そば」などの新メニュー提案
がポイント！

フードスクエアライフガーデン茂原店の売場は、夏祭りのやぐら
や、焼そばとラーメンの屋台をつくり込む演出で、訴求効果を
アップ！
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